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補 正 予 算 の 主 な 内 容
平成１９年度苫前町各会計補正予算

◎一般会計　　　　　　　　　　　　　１１，５２７千円を追加し
歳入歳出総額　３９億３，７０９万９千円とする。

≪補正予算の主なもの≫
・総務費（退職手当組合負担金等） ７４４万２千円追加
・民生費（需用費、過年度国庫負担金等返還金等）

２０７万１千円追加
・衛生費（嘱託職員報償費等）

１８３万２千円追加

平
成
十
九
年
第
三
回
定
例
会
は
九
月
十
三
日
開
会
さ
れ
、
町
長
提
出
の

予
算
五
件
、
条
例
二
件
、
人
事
三
件
、
諮
問
一
件
、
議
員
提
出
の
意
見
案

四
件
を
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
し
、
平
成
十
八
年
度
各
会
計
決
算
に
つ

い
て
は
決
算
審
査
特
別
委
員
会
に
付
託
し
、
同
日
閉
会
し
た
。
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主

な

議

案

と

質

疑

内

容

質
　
猫
島
議
員

退
職
金
手
当
組
合
の
負
担
金
六
二

六
万
八
千
円
の
増
額
に
つ
い
て
説
明

を
願
う
。

答
　
山
田
総
務
財
政
課
長

追
加
負
担
金
で
、
い
わ
ゆ
る
普
通

退
職
手
当
を
超
え
る
勧
奨
、
定
年
退

職
等
の
場
合
の
超
過
支
給
に
相
当
す

る
負
担
金
で
す
。

質
　
阿
部
議
員

学
校
用
の
パ
ソ
コ
ン
リ
ー
ス
で
五

年
間
リ
ー
ス
の
年
額
と
六
年
目
の
リ

ー
ス
料
が
同
じ
金
額
に
な
る
の
か
。

答
　
伊
藤
管
理
課
長

再
リ
ー
ス
の
方
法
で
進
め
、
今
ま

で
通
り
の
設
定
で
は
小
中
で
九
十
七

万
円
か
か
る
予
定
で
し
た
が
、
結
果

十
六
万
円
と
な
っ
た
。

質
　
青
木
議
員

東
川
地
区
水
道
管
移
設
工
事
で
、

北
海
道
の
河
川
改
修
で
す
か
ら
全
額

補
償
と
な
っ
て
も
良
い
の
で
は
な
い

か
。
ま
た
、
布
設
す
る
管
の
内
径
は
？

答
　
加
藤
建
設
課
長

水
道
施
設
の
耐
用
年
数
の
残
存
価

格
で
計
算
さ
れ
、
道
五
十
五
％
地
元

四
十
五
％
と
な
る
。
給
水
人
口
減
に

よ
り
管
経
は
一
〇
〇
ミ
リ
か
ら
七
十

五
ミ
リ
を
布
設
す
る
こ
と
に
な
る
。

質
　
林
　
議
員

農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策

交
付
金
で
減
額
は
理
解
す
る
が
、
当

初
予
算
か
ら
み
て
、
ま
だ
六
百
万
円

あ
る
が
、
そ
の
取
扱
い
は
。
ま
た
、

三
渓
羆
事
件
復
元
現
場
の
国
有
林
野

地
購
入
費
の
増
額
の
要
因
に
つ
い
て

説
明
願
う
。

答
　
河
端
農
林
水
産
課
長

当
初
予
算
で
国
、
道
の
交
付
金
七

十
五
％
を
歳
入
計
上
し
、
二
十
五
％

が
町
の
負
担
金
で
、
一
度
、
道
負
担

金
と
し
て
納
め
、
土
地
連
が
事
務
を

行
い
各
地
区
保
全
団
体
に
交
付
さ
れ

る
。

答
　
山
田
総
務
財
政
課
長

森
林
管
理
署
か
ら
概
算
金
額
の
提

示
が
あ
り
、
国
有
林
野
地
の
購
入
に

は
立
木
の
代
金
も
含
ま
れ
て
い
る
。

質
　
阿
部
議
員

オ
ロ
ロ
ン
留
萌
中
部
・
北
部
通
年

雇
用
促
進
協
議
会
設
立
に
伴
い
、
具

体
的
に
ど
ん
な
事
業
が
考
え
ら
れ
る

か
。

答
　
平
井
企
画
振
興
課
長

苫
前
町
以
北
五
町
村
で
八
月
二
三

日
設
立
し
、
季
節
労
働
者
の

一
、
雇
用
確
保
に
か
か
る
事
業

二
、
就
業
促
進
に
か
か
る
事
業

三
、
地
域
自
ら
が
取
り
組
む
就
職
促

進
に
か
か
る
事
業

の
三
本
を
設
定
し
て
い
る
。

・
風
力
発
電
事
業
特
別
会
計
の
専
決

処
分
の
報
告
と
承
認
に
つ
い
て

・
㈱
苫
前
町
振
興
公
社
財
務
諸
表
に

つ
い
て
報
告

・
苫
前
町
移
動
通
信
用
鉄
塔
施
設
整

備
事
業
に
係
わ
る
分
担
金
に
関
す

る
条
例
（
携
帯
電
話
ア
ン
テ
ナ
）

・
苫
前
町
保
育
料
徴
収
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

・
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

・
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

・
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

・
苫
前
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
選
任
の
同
意

小
野
善
市
（
再
任
）
字
苫
前

・
苫
前
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

の
同
意

岡
田
裕
幹
（
再
任
）
字
苫
前

・
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

村
田
正
夫
（
新
任
）
字
古
丹
別

・
苫
前
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及

び
補
充
員
の
選
挙

質質答質答 答

質答答質答

第３回定例会第３回定例会平成１９年
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地
方
自
治
体
健
全
化
法
に
照
ら
し

て
の
苫
前
町
財
政
の
現
状
と
見
通
し

に
つ
い
て
伺
う
。

一
、
今
後
住
民
税
、
所
得
税
の
税
収

は
ど
う
な
る
見
通
し
な
の
か
。

二
、
地
方
交
付
税
も
同
様
来
年
度
は

ど
う
増
減
す
る
見
通
し
な
の
か
。

三
、
古
丹
別
地
区
下
水
道
総
工
事
額

と
完
成
年
度
及
び
工
事
費
返
済
方
法
、

年
度
と
町
財
政
と
の
相
関
は
ど
う
判

断
さ
れ
て
い
る
の
か
。

地
球
温
暖
化
の
影
響
な
ど
か
ら
予

期
せ
ぬ
自
然
災
害
が
起
こ
っ
て
も
お

か
し
く
な
い
中
、
危
機
管
理
の
あ
り

方
と
し
て
二
点
伺
い
た
い
。

一
、
先
日
発
生
し
た
林
野
火
災
の
危

機
管
理
の
あ
り
方
が
徹
底
さ
れ
て
い

た
か
。
今
回
の
件
を
教
訓
と
し
て
再

点
検
、再
構
築
す
る
意
向
は
あ
る
か
。

二
、
他
の
災
害
の
地
震
（
津
波
・
土

砂
災
害
）
台
風
・
大
雨
（
河
川
増
水

等
）・
大
雪
な
ど
総
体
的
・
個
別
的

に
対
応
及
び
対
策
に
つ
い
て
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
作
成
や
実
効
的
異
な
運
用
に

つ
い
て
の
考
え
を
伺
い
た
い
。ま
た
、

既
に
取
り
か
か
っ
て
い
る
も
の
が
あ

れ
ば
、
進
捗
状
況
を
伺
い
た
い
。

一
、
今
回
の
林
野
火
災
に
つ
い
て
は

火
災
通
報
か
ら
消
火
活
動
、
火
災
鎮

圧
ま
で
の
間
、
対
策
本
部
と
し
て
時

間
的
な
対
応
の
遅
れ
は
な
く
、
消
火

活
動
の
措
置
に
つ
い
て
も
妥
当
な
も

の
と
判
断
し
て
い
る
。
し
か
し
、
今

後
の
教
訓
と
し
て
関
係
各
位
等
の
危

機
意
識
を
高
め
、
役
割
分
担
を
再
確

認
し
、
不
測
の
事
態
に
備
え
る
必
要

が
あ
る
。
ま
た
、
自
衛
隊
の
災
害
派

遣
な
ど
か
ら
現
場
対
応
に
多
数
の
人

員
に
な
っ
た
こ
と
や
、
空
中
消
火
、

と
い
っ
た
特
殊
消
火
対
応
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
こ
と
、
無
線
連
絡
が
困
難

な
地
域
で
あ
っ
た
り
現
場
な
ど
で
情

報
錯
綜
が
あ
っ
た
も
の
と
認
識
し
て

い
る
。指
揮
・
管
理
系
統
を
含
め
て
、

よ
り
円
滑
な
実
践
対
応
に
努
め
た
い

と
考
え
て
る
。

二
、
近
年
の
災
害
対
応
を
通
じ
て
得

た
教
訓
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
大
規

模
災
害
に
備
え
た
防
災
体
制
を
整
備

し
、
地
域
防
災
計
画
に
つ
い
て
見
直

し
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。

こ
の
地
域
防
災
計
画
は
平
成
二
年

に
策
定
し
て
以
来
、
大
幅
な
見
直
し

を
行
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
本
年

度
、
全
面
改
定
を
す
べ
く
作
業
中
で

あ
る
。
現
在
は
、
素
案
が
形
に
な
り

つ
つ
あ
る
が
、
他
市
町
村
の
状
況
か

ら
道
と
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
協
議
が
半
年

程
度
の
長
期

間
に
わ
た
る

も
の
と
認
識

し
て
い
る
。

計
画
案
の
最

終
稿
は
、
年

度
末
頃
に
な

る
見
通
し
で

あ
る
。

一
、
平
成
十
九
年
か
ら
、
国
か
ら
地

方
へ
の
税
源
移
譲
に
よ
り
、
所
得
税

は
平
成
十
九
年
一
月
分
か
ら
四
段
階

の
税
率
を
六
段
階
に
細
分
化
し
、
住

民
税
は
三
段
階
の
税
率
か
ら
道
町
民

税
四
％
の
合
計
一
〇
％
の
一
律
と
な

っ
た
。
調
停
ベ
ー
ス
で
は
前
年
比
約

四
千
万
円
、
四
十
四
％
の
大
幅
増
に

な
る
。
ま
た
、
率
に
つ
い
て
は
所
得

税
は
源
泉
所
得
税
と
い
う
前
納
制
度

が
あ
り
年
度
末
調
整
や
確
定
申
告
に

よ
り
還
付
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、

住
民
税
は
前
年
所
得
を
基
準
に
翌
年

度
賦
課
さ
れ
、
今
ま
で
納
期
内
完
納

し
て
い
た
方
の
納
付
が
若
干
遅
れ
る

傾
向
も
出
て
お
り
、
収
納
率
の
下
落

が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

二
、
地
方
交
付
税
の
今
年
度
の
見
通

し
は
現
行
の
配
分
計
算
を
簡
素
化

し
、
各
自
治
体
が
交
付
税
額
を
予
測

し
や
す
く
し
、
本
年
度
か
ら
自
治
体

の
人
口
と
面
積
に
基
づ
い
て
交
付
額

の
配
分
を
決
め
る
「
新
型
交
付
税
」

が
導
入
さ
れ
、
平
成
二
十
年
度
の
地

方
交
付
税
額
の
事
前
予
測
は
極
め
て

困
難
だ
が
、
見
込
み
で
は
総
額
で
約

二
十
一
億
九
千
万
円
、
今
年
度
見
込

額
と
比
べ
て
約
三
千
四
百
万
円
の
減

と
推
計
し
て
い
る
。

三
、
古
丹
別
地
区
下
水
道
総
工
事
費

等
と
町
財
政
と
の
相
関
に
つ
い
て

は
、
す
で
に
苫
前
地
区
の
整
備
は
完

了
し
て
お
り
、
平
成
十
七
年
四
月
か

ら
の
約
三
年
間
で
四
十
％
の
普
及
率

と
な
り
、
順
調
に
水
洗
化
が
進
ん
で

い
る
。
一
方
、
古
丹
別
地
区
の
下
水

道
は
当
初
よ
り
四
年
間
短
縮
さ
れ

て
、
平
成
二
十
七
度
に
完
成
す
る
。

工
事
費
も
約
十
億
円
節
減
し
、
約
十

九
億
円
と
見
込
ん
で
お
り
、
平
成
二

十
年
度
よ
り
一
部
供
用
開
始
可
能
な

計
画
と
な
っ
て
お
り
、
下
水
道
未
普

及
地
域
を
早
急
か
つ
効
率
的
に
解
消

で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
単
年

度
の
事
業
費
に
つ
い
て
は
、
苫
前
地

区
の
起
債
償
還
額
が
ピ
ー
ク
と
な
る

平
成
二
十
三
年
度
ま
で
の
四
年
間
は

一
億
五
千
万
円
を
め
ど
に
実
施
し
、

残
り
四
年
間
に
お
い
て
は
三
億
円
程

度
と
考
え
て
お
り
、
工
事
費
の
返
済

方
法
及
び
償
還
年
に
つ
い
て
の
財
源

措
置
は
、
苫
前
地
区
の
事
業
同
様
に

事
業
費
の
二
分
の
一
を
国
庫
補
助

金
、
残
り
を
下
水
道
債
等
の
有
利
な

起
債
で
対
応
し
、
起
債
償
還
終
了
期

間
は
最
大
二
十
八
年
間
の
平
成
五
十

五
年
度
を
予
定
し
て
い
る
。た
だ
し
、

元
利
償
還
額
に
対
し
て
、
約
五
十
％

の
地
方
交
付
税
措
置
が
あ
る
た
め
、

現
在
策
定
中
で
あ
る
「
苫
前
町
財
政

健
全
化
計
画
」
の
中
で
も
十
分
整
合

性
を
図
れ
る
と
考
え
て
い
る
。
少
し

で
も
町
財
政
に
対
し
、
負
担
が
か
か

ら
な
い
よ
う
な
手
法
を
模
索
し
な
が

ら
執
り
進
め
て
い
き
た
い
。

森
　

町

長

答
弁

森
　

町

長

答
弁

森
　

町

長

答
弁

深
刻
な
財
政
難
!!

健
全
化
の
道
は
!?

猫　島　議　員

備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
！

し
っ
か
り
と
し
た
災
害
対
策
を
！西　　議　員
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所
管
事
務
調
査
の
た
め
、
次
の
通

り
町
内
視
察
を
行
っ
た
。

◎
苫
前
小
学
校

今
年
、
夏
休
み
期
間
中
に
体
育
館

床
の
全
面
改
装
が
終
わ
っ
た
。
豊
か

な
学
び
の
中
で
地
域
の
ぬ
く
も
り
を

感
じ
、
意
欲
的
に
自
分
ら
し
さ
を
発

揮
で
き
る
指
針
を
か
か
げ
推
進
し
、

学
校
、
家
庭
、
地
域
社
会
と
の
連
携

の
強
化
に
努
め
て
い
る
。

◎
苫
前
中
学
校

新
校
舎
、
新
グ
ラ
ン
ド
の
も
と
、

教
育
目
標
に
「
自
ら
考
え
実
行
す
る
」

「
明
朗
で
助
け
合
う
」「
健
康
で
た
く

ま
し
く
生
き
る
」
を
掲
げ
の
び
の
び

と
し
た
学
校
経
営
が
進
ん
で
い
る
。

◎
古
丹
別
小
学
校

今
年
着
任
の
玉
野
校
長
先
生
は
過

去
の
在
任
経
験
を
生
か
し
、
校
歌
と

の
関
連
を
子
供
た
ち
に
「
大
き
く
の

び
よ
」「
た
ゆ
ま
ず
励
め
」「
元
気
な

姿
を
」
目
指
す
子
ど
も
像
と
し
て
学

校
に
活
気
付
け
を
図
っ
て
い
る
。
子

ど
も
た
ち
の
安
全
活
動
に
は
Ｐ
Ｔ
Ａ

が
中
心
と
な
り
、
地
域
に
協
力
を
呼

び
か
け
「
こ
ど
も
を
守
る
家
」
ス
テ

ッ
カ
ー
の
配
布
活
動
を
行
い
、
協
力

が
活
発
化
し
て
い
る
。
消
火
栓
呼
水

槽
及
び
消
火
栓
ポ
ン
プ
ユ
ニ
ッ
ト
の

腐
食
が
激
し
く
補
修
要
望
を
受
け
た
。

◎
古
丹
別
中
学
校

本
年
度
の
重
点
目
標
に
「
思
い
や

り
の
心
を
も
ち
」「
正
し
い
判
断
や
自

主
的
な
行
動
の
で
き
る
生
徒
の
育
成
」

を
掲
げ
進
め
て
い
る
。
当
校
は
ク
ラ

ブ
活
動
も
盛
ん
で
そ
の
成
果
も
高
い
。

◎
教
員
住
宅

古
丹
別
東
団
地
に
空
室
で
築
四
十

年
以
上
の
住
宅
が
あ
り
、
早
期
対
策

が
望
ま
れ
る
。
ま
た
、
北
星
団
地
の

教
員
住
宅
の
二
戸
の
内
、
一
戸
に
つ

い
て
は
外
壁
の
損
傷
が
激
し
く
本
年

中
の
補
修
が
必
要
と
思
わ
れ
、
他
の

一
戸
に
つ
い
て
も
壁
の
ひ
び
割
れ
が

進
み
早
急
な
対
応
が
必
要
と
思
わ
れ

る
。

◎
苫
前
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
地
域
集
会

施
設
（
力
昼
生
活
館
）

当
該
施
設
の
修
繕
必
要
箇
所
を
視

察
し
、
要
望
と
今
後
の
対
策
に
つ
い

て
協
議
し
た
。

◎
上
平
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

出
入
口
付
近
の
排
水
溝
の
鉄
ぶ
た

の
修
繕
箇
所
を
視
察
し
、
除
雪
車
両

に
よ
る
破
損
が
進
む
お
そ
れ
が
あ
り
、

早
急
に
改
修
が
必
要
と
説
明
を
受
け

た
。

◎
北
留
萌
消
防
組
合
苫
前
支
署
・
古

丹
別
支
署

消
防
施
設
、
職
員
配
置
状
況
及
び

将
来
の
配
置
計
画
の
説
明
を
受
け
た
。

整
備
機
器
等
、
今
回
の
森
林
火
災
を

経
験
し
、
放
水
器
具
の
ジ
ェ
ッ
ト
シ

ュ
ー
タ
ー
の
補
充
が
必
要
と
の
説
明

を
受
け
た
。
古
丹
別
支
署
に
は
高
規

格
救
急
車
の
導
入
が
実
現
し
た
。

委

員

会

レ

ポ

ー

ト

総

務

文

教

常
任
委
員
会
平成19年
９月４日
開　催

○
自
治
体
財
政
の
充
実
・
強
化
を

求
め
る
意
見
書

●

地
方
自
治
の
確
立
と
分
権
改
革
の
基

盤
整
備
に
つ
な
が
る
税
財
政
制
度
の

改
革
を
進
め
る
こ
と
。
特
に
自
治
体

間
財
政
力
格
差
是
正
の
た
め
地
方
税

の
充
実
強
化
を
は
か
る
こ
と
。

●

地
方
交
付
税
制
度
の
財
源
保
障
と
財

政
調
整
の
機
能
を
堅
持
し
、
自
治
体

間
の
安
定
的
な
財
政
運
営
に
必
要
な

一
般
財
源
の
拡
充
強
化
を
行
う
こ

と
。

●

地
方
の
意
見
を
踏
ま
え
た
対
処
を
行

う
こ
と
。

○
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

関
す
る
意
見
書

●

制
度
の
周
知
徹
底
が
図
れ
る
ま
で
、

制
度
の
実
施
を
凍
結
す
る
こ
と
。

●

七
十
歳
か
ら
七
十
四
歳
ま
で
の
高
齢

者
の
医
療
費
負
担
を
二
倍
に
引
き
上

げ
な
い
こ
と
。

●

国
の
責
任
で
こ
れ
ま
で
同
様
に
高
齢

者
も
新
た
な
特
定
検
診
を
利
用
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

●

年
齢
に
関
わ
り
な
く
必
要
な
医
療
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

（
広
域
連
合
に
も
要
望
提
出
）

○
有
害
鳥
獣
対
策
の
抜
本
強
化
に

関
す
る
意
見
書

野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
林
水
産
業
被
害

が
深
刻
化
し
て
い
る
た
め
、
有
害
鳥
獣

対
策
の
抜
本
的
強
化
に
つ
い
て
の
要

望
。

●

生
息
数
等
の
的
確
な
把
握
に
基
づ
く

対
策

●

広
域
的
な
被
害
防
止
対
策

●

捕
獲
に
関
す
る
規
制
緩
和

●

専
門
家
の
育
成
・
確
保

●

財
政
負
担
の
軽
減

●

人
と
野
生
鳥
獣
の
棲
み
分
け

○
医
師
・
看
護
師
等
の
大
幅
な

増
員
を
求
め
る
意
見
書

近
年
、
全
国
的
に
医
師
や
看
護
師
不

足
が
深
刻
化
し
て
お
り
、
医
療
現
場
で

の
大
幅
増
員
を
保
障
す
る
医
師
・
看
護

職
員
等
の
確
保
対
策
の
抜
本
的
強
化
に

つ
い
て
要
望
。

●

看
護
師
等
を
大
幅
に
増
員
す
る
た
め

の
看
護
職
員
確
保
法
の
改
正
。

●

医
師
養
成
の
大
幅
増
、
勤
務
条
件
改

善
を
図
る
た
め
医
師
確
保
に
向
け
た

法
律
の
制
定
。

●

医
師
・
看
護
師
等
の
大
幅
増
員
に
必

要
な
財
政
措
置
。

決
算
審
査
特
別
委
員
会

委
員
長
　
間

宮

英

明

副
委
員
長
　
阿

部

俊

一

開
催
日
　
10
月
23
・
24
日
予
定

届
け
!!
み
ん
な
の
意
見
！

国
や
道
に
意
見
書
を
提
出
（
四
件
）
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所
管
事
務
調
査
の
た
め
、
町
内
視

察
を
次
の
と
お
り
行
っ
た
。

◎
苫
前
西
２
条
線
防
雪
柵
設
置
事
業

平
成
十
六
年
の
台
風
十
八
号
に
よ

り
被
害
を
受
け
た
防
雪
柵
を
平
成
二

十
年
度
に
国
庫
補
助
事
業
に
よ
り
実

施
予
定
。
延
長
一
〇
〇
ｍ
、
事
業
費

二，
〇
〇
〇
万
円
。

◎
ふ
る
さ
と
農
道
緊
急
整
備
事
業

町
道
三
豊
香
川
線
の
粉
塵
対
策
と

し
て
、
延
長
約
一
三
八
ｍ
、
事
業
費

七
二
二
万
四
千
円
で
九
月
下
旬
完
成

予
定
。

◎
番
屋
の
沢
川
砂
防
事
業

道
の
実
施
事
業
で
、
今
年
度
は
護

岸
工
三
〇
ｍ
、
事
業
費
六，
〇
〇
〇
万

円
で
、
平
成
二
十
三
年
度
完
成
予
定
。

◎
道
道
力
昼
九
重
線
改
良
工
事

道
の
実
施
事
業
で
、
工
事
延
長
五，

二
〇
〇
ｍ
、
総
事
業
費
二
十
九
億
円
。

今
年
度
は
事
業
費
五
億
一，
〇
〇
〇
万

円
で
切
土
工
一
一
八，
〇
〇
〇

、
植

生
工
二
〇，
五
〇
〇
㎡
、
舗
装
工
一，

〇
六
〇
ｍ
、
函
渠
工
一
二
八
ｍ
。
平

成
二
十
一
年
度
完
成
予
定
。

◎
古
丹
別
市
街
地
排
水
改
良
工
事

地
域
か
ら
の
要
望
事
項
で
あ
っ
た

排
水
工
事
を
事
業
費
四
二
〇
万
円
、

延
長
一
五
九
ｍ
で
十
月
中
旬
完
成
予

定
。

◎
学
園
通
線
局
部
改
良
工
事

地
域
か
ら
の
要
望
事
項
で
あ
っ
た

舗
装
工
事
を
事
業
費
三
一
三
万
九，

五
〇
〇
円
、
工
事
延
長
七
四
・
八
ｍ

で
七
月
下
旬
完
成
し
た
。

◎
古
丹
別
地
区
下
水
道
事
業

今
年
度
か
ら
始
ま
る
古
丹
別
地
区

下
水
道
工
事
の
簡
易
処
理
場
予
定
地

を
視
察
し
た
。

◎
水
稲
・
小
豆
作
況
視
察

九
重
地
区
松
原
敏
彦
地
先
の
水
稲

並
び
に
長
島
地
区
伊
藤
敬
造
地
先
の

小
豆
畑
を
視
察
し
た
。

◎
三
毛
別
川
改
修
事
業

道
の
実
施
事
業
で
、
今
年
度
は
事

業
費
一
億
円
、
掘
削
工
八
十
三
ｍ
、

護
岸
工
六
十
二
ｍ
、
旧
九
重
頭
首
溝

撤
去
。
平
成
二
十
年
度
完
成
予
定
。

◎
東
川
地
区
水
道
管
移
設
工
事

古
丹
別
川
改
修
工
事
に
伴
う
神
誠

橋
の
水
道
管
移
設
箇
所
を
視
察
。

調
査
設
計
委
託
料
一
三
二
万
八
千

円
、
工
事
費
一，
三
九
一
万
一
千
円
で

工
事
延
長
八
十
ｍ
。

◎
道
営
八
線
沢
た
め
池
等
整
備
事
業

平
成
十
七
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
事

業
も
今
年
度
で
終
了
す
る
。
今
年
度

は
砂
利
敷
き
の
み
で
事
業
費
は
二
八

〇
万
円
。
総
事
業
費
は
一
億
三
七
〇

万
二
千
円
。

◎
苫
前
地
区
特
定
漁
港
漁
場
整
備
事
業

国
直
轄
事
業
で
平
成
十
四
年
度
か

ら
始
ま
り
平
成
二
十
三
年
度
完
成
予

定
。
総
事
業
費
は
五
十
二
億
円
で
、

今
年
度
は
防
波
堤
（
本
体
工
撤
去
）

一
六
〇
ｍ
他
で
、
事
業
費
は
五
億
四，

〇
〇
〇
万
円
。

◎
株
式
会
社
苫
前
町
振
興
公
社
の
平

成
十
八
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

取
締
役
会
議
、
貸
借
対
照
表
、
損

益
計
算
書
等
、
平
成
十
九
年
度
上
半

期
営
業
状
況
に
つ
い
て
の
説
明
を
受

け
る
。
平
成
十
八
年
度
の
収
支
状
況

は
指
定
管
理
者
と
な
っ
た
初
年
度
で

あ
っ
た
が
、
約
一，
一
五
○
万
円
の
赤

字
と
な
っ
た
。
平
成
十
九
年
度
上
半

期
（
四
月
か
ら
七
月
）
ま
で
の
収
益

で
は
対
前
年
比
一
四
・
七
％
、
金
額

で
約
九
○
〇
万
円
の
増
と
な
っ
て
い

る
。
増
加
要
因
と
し
て
は
昨
年
十
一

月
道
の
駅
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
た
こ

と
に
よ
る
利
用
者
の
増
加
が
考
え
ら

れ
る
。

①
苫
前
厚
生
病
院
経
営
損
失
補
償
金

に
つ
い
て

平
成
十
八
年
度
損
失
補
償
金
額
は
、

五，
九
一
○
万
円
（
損
失
金
額
の
三
分

の
二
）
と
な
り
、
十
二
月
議
会
で
補

正
を
予
定
し
て
い
る
。

②
苫
前
厚
生
病
院
経
営
に
係
る
施
設

形
態
の
転
換
に
つ
い
て

現
在
の
厚
生
病
院
は
療
養
型
で
あ

る
が
、
平
成
二
十
年
度
よ
り
介
護
老

人
保
健
施
設
（
以
下
「
老
健
施
設
」

と
い
う
。）
を
有
し
た
無
床
診
療
所
を

予
定
し
て
い
る
が
、
新
型
老
健
施
設

の
導
入
予
定
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、

平
成
二
十
年
四
月
か
ら
の
移
行
は
不

確
定
要
素
が
あ
る
。
老
健
施
設
に
移

行
し
た
場
合
、
厚
生
連
の
試
算
と
し

て
三
十
八
人
入
所
し
た
場
合
で
も
、

年
間
約
七，
〇
〇
〇
万
円
の
赤
字
が
見

込
ま
れ
る
こ
と
と
な
る
。

③
苫
前
厚
生
病
院
の
運
営
に
係
る
協

定
書
に
つ
い
て

厚
生
連
の
一
般
病
院
所
在
地
九
町

長
と
の
運
営
会
議
で
出
さ
れ
た
意
見

に
よ
り
修
正
さ
れ
た
協
定
書
（
案
）

の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

基
本
事
項
で
は
従
来
の
内
容
の
他

に
「
厚
生
連
は
運
営
状
況
に
つ
い
て

町
に
報
告
す
る
。」
を
追
加
し
、
運
営

損
失
金
の
取
り
扱
い
で
は
、「
町
は
損

失
金
の
補
填
を
行
う
。」
と
い
う
文
言

が
追
加
さ
れ
た
が
、
損
失
金
の
負
担

に
つ
い
て
も
今
後
さ
ら
に
協
議
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

産

業

厚

生

常
任
委
員
会
平成19年
８月27日
開　催

臨

海

地

域

特
別
委
員
会
平成19年
９月５日
開　催

医

療

対

策

特
別
委
員
会
平成19年
９月６日
開　催

編　集　後　記
議会報発行のための研修に参加し、町民の皆さま

に親しまれる紙面づくりに努める認識を委員みんな

で確認した。情報が「提供される」「共有される」

「錯綜する」伝える側も受ける側も、真摯な姿勢と聞

く耳を持つことが大事な根っこだと感じる。常に意

識しみんなで感じていきたいと思う。 （西）
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九
月
七
日
（
金
）
町
公
民
館
で
、

七
十
五
歳
以
上
の
お
年
寄
り
を
対
象

に
敬
老
会
が
開
催
さ
れ
た
。
本
年
八

月
末
現
在
で
七
十
五
歳
以
上
の
お
年

寄
り
は
、
七
百
二
十
五
人
お
り
、
こ

の
う
ち
の
百
九
十
人
が
参
加
し
た
。

主
催
者
の
森
町
長
は
「
皆
様
の
元

気
な
顔
色
を
見
て
う
れ
し
く
思
い
ま

す
。
ま
た
、
日
本
は
も
ち
ろ
ん
苫
前

町
は
、
皆
様
の
努
力
が
あ
っ
た
ら
こ

そ
今
の
発
展
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
、
元
気
で
長
生
き
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
ま
す
」と
あ
い
さ
つ
。

次
に
、
来
賓
を
代
表
し
て
、
星
野

議
長
が
「
高
齢
化
社
会
、
少
子
化
、

労
働
者
不
足
な
ど
課
題
は
山
積
し
て

お
り
ま
す
が
、
皆
様
は
私
た
ち
の
先

生
で
す
。
今
後
と
も
ご
教
示
の
ほ
ど

御
願
い
致
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

続
い
て
、
丹
羽
正
己
町
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
長
が
謝
辞
を
述
べ
、
堀
治
苫

前
町
連
合
町
内
会
長
の
乾
杯
で
祝
宴

が
始
ま
っ
た
。

恒
例
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、

古
丹
別
保
育
所
の
お
遊
戯
、
苫
前
婦

人
会
、
古
丹
別
婦
人
会
の
舞
踊
、
森

町
長
始
め
有
志
に
よ
る
カ
ラ
オ
ケ
が

行
わ
れ
た
。

参
加
者
は
、
ち
び
っ
子
の
踊
り
や

婦
人
会
の
舞
踊
に
温
か
い
拍
手
を
お

く
り
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

て
い
た
。

古
丹
別
婦
人
会
に
よ
る
芸
者
ワ
ル
ツ

苫
前
婦
人
会
に
よ
る
舞
踊
劇

「
大
き
な
か
ぶ
ら
」
の
出
演
者
の
皆
さ
ん

古丹別保育所のお遊戯に目を
細める参加者の皆さん

青組の男の子５人による
千年太鼓

苫

前

町

敬

老

会

競技名：ふたりで仲良く

競技名：飛んでけスリッパ

第2回ふれあいスポーツ大会

九
月
二
十
二
日
（
土
）
苫
前
中
学
校
体
育
館
で
、
町
社

会
福
祉
協
議
会
（
濱
本
哲
也
会
長
）
主
催
の
第
二
回
ふ
れ

あ
い
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
第
三
十
四
回
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
）
が
行
わ
れ
、
町
内
四
チ
ー
ム
の
総
合
得
点
で
争
わ
れ
、

二
年
連
続
で
黄
色
チ
ー
ム
が
優
勝
旗
を
手
に
し
た
。

今
大
会
は
、
参
加
者
は
、
百
五
十
人
で
、
参
加
選
手
は

百
二
十
二
人
、
平
均
年
齢
は
七
十
六
才
と
な
っ
た
。

濱
本
大
会
長
の
あ
い
さ
つ
、
森
町
長
来
賓
の
挨
拶
後
に

太
田
市
郎
さ
ん
（
古
丹
別
幸
楽
会
）
の
元
気
な
選
手
宣
誓

が
行
わ
れ
、
競
技
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

最
初
の
「
飛
ん
で
け
ス
リ
ッ
パ
」
で
は
、
椅
子
に
座
っ

て
、
ス
リ
ッ
パ
を
で
き
る
だ
け
遠
く
に
飛
ば
し
た
方
が
点

数
が
高
い
競
技
。
選
手
は
必
死
で
足
を
大
き
く
振
り
上
げ
、

ス
リ
ッ
パ
を
遠
く
へ
飛
ば
し
て
い
た
。
ま
た
、「
ふ
た
り

で
仲
良
く
ね
」
は
、
二
人
で
ボ
ー
ル
を
頬
で
は
さ
み
、
デ

カ
パ
ン
ツ
を
二
人
仲
良
く
履
い
て
、
ゴ
ー
ル
す
る
競
技
。

応
援
席
か
ら
仲
間
の
声
援
を
受
け
な
が
ら
、
さ
わ
や
か
な

汗
を
流
し
て
い
た
。

結
　
果

優
勝
　
黄
色
　
百
二
十
二
点
　
準
優
勝
　
緑
色
　
百
十
点
　

三
位
　
白
色
　
百
九
点
　
四
位
　
赤
色
　
百
二
点

第2回ふれあいスポーツ大会
元気がいっぱい・楽しさいっぱい

2年連続　黄色チーム（苫前・力昼・栄浜・港）が優勝
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9月11日、12日、今年で3回目の来町となる人気ジャズバンド
BBBBが、パワーアップして、町内小中学校や公民館で楽しい演奏
を披露した。
9月11日（火）は、苫前小学校で「聖者の行進」や「ストロベ
リー・ダンス」などを演奏したり、校歌をジャズ調やマーチング
調で演奏し、リズムの違いによる、心の感じ方の違いなどを体験
した。また、給食も一緒に食べたり、すっかり児童らはBBBBの仲
間入り気分。午後からは苫中と古中の吹奏楽部員が苫前中学校体
育館に集合し、メンバーから迫力あるクリニックを受けていた。
12日（水）は、古小、古中を同様に訪問し、終了後は深川市へ向
かった。
9月17日（月）には、再び来町し、公民館でライブを行った。1
部では「ワッショイ・ブギ」や「BBメドレー」を客席を回りなが
ら演奏し、客席も手拍子をするなどスタートから熱気で室温も上

がり、冷房を
入れるほどに
なった。第2
部では、苫中、
古中の吹奏楽
部員32人が
BBBBのメン
バーと一緒に
「宙船」「聖者
の行進」を演
奏し、会場を
沸かせていた。9月11日（火）苫中での吹奏楽部クリニック 苫中・古中吹奏楽部がBBBBと協演

9月11日（火）苫小でのアクティビティ

9月17日（月･祝）公民館でのコンサート

BBBB（ブラック･ボトム･ブラス･バンド）

LIVE2007
今年も陽気で楽しい演奏を披露
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９月２２日（土）秋晴れの中、公民館主催事業のカ

ンガルースクール（３才から就学前の子と親対象）が

開催された。この日は、池田功さん（古丹別）の畑で

「さつまイモ掘り体験」が行われ、参加した約６０人の

親子は、宝ものを探すように、土を手で掘り起こし、

現れた大きなサツマイモに大喜び。全員で約１２０キ

ロを収穫した。収穫後は公民館前で焼きイモにして、

さっそく親子で舌鼓、「おいしい、おいしい」と笑顔が

たえなかった。

さつまイモ掘り体験

秋晴れの中、イモ掘りを楽しむ親子

９月１９日（火）苫前小学校、古丹別小学校の５年

生２５人が、学社融合事業の農業体験版のひとつであ

る「稲刈り体験」に挑戦した。講師の花井秀昭さん

（字岩見）から、今年の稲の出来具合や稲刈りの注意点

などを聞いて、さっそくカマを手にして稲刈りを体験

した。収穫した稲は、その場で、花井さんが脱穀を行

った。児童らは、「早くおいしいお米が食べたい」と、

のどをならしていた。１１月末頃には、稲作学習のま

とめとして、花井さんから米の流通や米の種類などを

学習する予定である。

稲刈り体験

自分で刈った稲を手に大喜びの児童

九
月
十
一
日
（
火
）
苫
前
漁
港
北

側
斜
路
で
、
ヒ
ラ
メ
の
人
工
種
苗
放

流
式
が
苫
前
小
学
校
五
年
生
十
八
人

と
苫
前
保
育
園
藤
組
の
十
四
人
が
参

加
し
て
行
わ
れ
た
。

園
児
、
児
童
ら
は
「
元
気
に
大
き

く
な
っ
て
帰
っ
て
き
て
ね
」
と
願
い

を
込
め
て
、
小
さ
な
バ
ケ
ツ
か
ら
優

し
く
放
流
し
た
。

森
町
長
は
、「
本
日
放
流
さ
れ
る

ヒ
ラ
メ
稚
魚
は
、
こ
の
苫
前
漁
港
が

故
郷
と
な
り
ま
す
。
元
気
に
育
っ
て

ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

ヒ
ラ
メ
の
稚
魚
は
、
道
栽
培
漁
業

振
興
公
社
羽
幌
事
業
所
が
体
長
十
㎝

ほ
ど
に
育
て
た
稚
魚
。
稚
魚
は
、
二

年
か
ら
三
年
で
、
成
魚
に
な
る
。
今

年
は
、
日
本
海
沿
岸
の
二
十
二
箇
所

で
、
約
百
十
万
匹
を
放
流
す
る
。

苫
小
の
五
年
生
は
、
七
月
に
同
事

業
所
で
、
ヒ
ラ
メ
の
養
殖
や
成
育
過

程
な
ど
を
学
習
し
て
お
り
、
今
回
の

放
流
式
で
、
ヒ
ラ
メ
学
習
の
締
め
く

く
り
と
な
る
。

ま
た
、
放
流
式
前
の
九
月
三
日
に

は
、
上
平
海
岸
に
て
漁
協
組
合
員
ら

に
よ
り
、
約
四
万
五
千
匹
が
放
流
さ

れ
た
。

ヒ
ラ
メ
の
稚
魚
放
流
式

大
き
く
育
っ
て
帰
っ
て
き
て
ね

子ども達の手から静かに放された（11日）

上平の海岸では４万５千匹が放された（3日）

苫小五年生と
保育園児

ヒ
ラ
メ
の
稚
魚
放
流
式

大地に感謝 収穫の秋
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苫商高前のバス停清掃に汗を流す生徒の皆さん

九
月
二
十
二
日（
土
）二
十
三
日（
日
）

に
安
平
町
早
来
で
行
わ
れ
た
、
道
ホ

ル
ス
タ
イ
ン
ナ
シ
ョ
ナ
ル
シ
ョ
ウ
で
、

当
町
か
ら
参
加
し
た
８
頭
の
う
ち
２

頭
が
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会
決
定
戦
に

進
出
し
、
好
成
績
を
収
め
た
。

八
月
二
十
九
日
、
北
る
も
い
漁
業

協
同
組
合
（
今
隆
組
合
長
）
が
、
水
産

鮮
度
保
持
施
設
（
製
氷
・
冷
凍
・
冷

蔵
）
建
設
に
あ
た
り
安
全
祈
願
祭
を

行
い
、
翌
日
よ
り
工
事
が
始
ま
っ
た
。

こ
れ
は
、
現
在
あ
る
施
設
の
老
朽

化
等
に
伴
い
、
平
成
十
八
年
度
の
総

会
で
新
施
設
の
建
設
が
決
定
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。

当
日
は
、
建
設
に
か
か
わ
る
萌

州
・
ハ
ラ
ダ
・
東
北
共
同
企
業
体
の

関
係
者
や
北
る
も
い
漁
業
協
同
組
合
、

苫
前
町
、
羽
幌
町
、
初
山
別
村
の
首

長
ら
が
出
席
し
安
全
を
祈
っ
た
。

同
施
設
は
、
現
在
の
製
氷
施
設
の

北
側
に
建
設
予
定
で
、
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
二
階
建
て
、
千
九
百
五
十
四

㎡
で
、
角
氷
製
氷
が
一
日
最
大
十
三

ト
ン
、
冷
蔵
三
百
六
十
三
ト
ン
、
冷

凍
十
ト
ン
が
確
保
さ
れ
る
。
総
事
業

費
は
、
約
五
億
二
千
万
円
で
、
来
年

の
四
月
初
旬
か
ら
稼
働
予
定
で
あ
る
。

北
る
も
い
水
産
鮮
度
保

持
施
設
安
全
祈
願
祭
・

建
設
始
ま
る

八
月
二
十
七
日
、
苫
前
商
業
高
等

学
校
（
眞
屋
岩
男
校
長
）
の
全
校
生

徒
八
十
九
人
は
、
古
丹
別
地
区
の
公

民
館
や
バ
ス
停
の
清
掃
、
西
二
条
線

の
花
壇
の
雑
草
抜
き
や
ゴ
ミ
拾
い
な

ど
清
掃
活
動
に
汗
を
流
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
奉

仕
の
精
神
を
養
い
、
社
会
の
一
員
と

し
て
の
自
覚
を
持
つ
こ
と
な
ど
が
目

的
。き

れ
い
に
清
掃
さ
れ
た
バ
ス
停
の

窓
ガ
ラ
ス
は
、
生
徒
の
心
の
輝
き
と

同
じ
よ
う
に
「
ピ
カ
ピ
カ
」
に
輝
い

て
い
た
。

9月10日、日本赤十字社北海道支部から苫前町分区に
災害救護資器材として、「炊き出し釜」が配置（寄贈）され
た。直径90㎝、高さ60㎝、重量40㎏の規格であり、一
度の調理で80食から100食分の炊飯が可能。汁物であれ
ば250食分程度が調理できる。各種災害が発生した場合
に炊き出し用として活用されるほか、町内のイベント等
においても活用されます。この災害救護資器材の財源に
ついては、苫前町はもと
より道民の皆様から頂い
ている貴重な社資（寄付
金）が財源となっており、
今後とも赤十字事業に対
し、ご理解とご協力を御
願い致します。

事務局
苫前町役場町民課内
1６４－２２１５

苫
商
校
全
校
生
徒
で

夏
季
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

炊き出し釜が寄贈される
9月26日、山本建設工業（株）（山本啓一代表取締役社
長）が地域貢献事業の一環として、苫前町公民館駐車場
の駐車ラインの補修を行った。当日は、8時30分から、
会社従業員5人のほか、町社会教育課職員7人が手伝いな
がら清掃作業を行い、駐車ライン15㎝ごとにガムテープ
を貼り、ハケやロールなどを使って、57台分のラインを
約4時間かけ丁寧に仕上げた。山本社長は、「町民の皆様
のお役に立てれば光栄です」と笑顔で話してくれた。

山本建設工業（株）が地域貢献事業

北
海
道
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

ナ
シ
ョ
ナ
ル
シ
ョ
ウ
で

好
成
績
受
賞

2007

建設が始まった冷蔵施設
写真中央空き地に建設中

２等４席　第２部未経産ジュニアクラス
TDC セプテンバーメッシET 苫前町デイリークラブ

３等１７席　第３部未経産ジュニアミドルクラス
プラスバーランドマックスドラマチッククロキット　工藤主税

２等１席　第６部未経産シニアクラス
クレスタチュンキーリーサムET 中嶋卓広

１等２席　第７部後代検定娘牛２歳クラス
パブストメモコロニー　伊藤雅史チャンピオン決定戦ヘ

２等１２席　第８部ジュニア２歳クラス
クイーンストーマティックマリーン　伊藤雅史

２等１３席　第８部ジュニア２歳クラス
フォーカストアスターストーマティックウィンド　丹羽秀樹

１等２席　第８部ジュニア２歳クラス
フォーカストブロードストーマティックウォーデン 丹羽秀樹チャンピオン決定戦ヘ

２等７席　シニア３歳クラス
フォーカストダーハムチャーマー　丹羽秀樹

苫前町分区に寄贈された炊き出し釜 手作業で丁寧にライン引き作業を行った
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新しい英語指導助手　ウェイン・ベニソン・アピラナさん着任

７月下旬に初来日したウェインさんは、各学校の夏休み明けから、町
内小中学校及び苫前商業高校で英語の授業をサポートしている。ウェイ
ンさんは、オーストラリアのホテルで１年間働いた経験があり、将来的
には、帰国して日本文化とニュージーランド文化の架け橋になれるよう
なホテルマンになりたいと抱負を語る。
また、苫前町の印象を「温泉施設やビーチがきれいでステキな町。子
どもたちはみんなすごく元気」と感想を述べ「英語の理解が深まるよう
に頑張りたい」と話してくれた。
左写真は、ハカ（ダンス）のポーズ。ハカは、マオリの民族舞踊で、
現在では、国賓を歓迎するために行われたり、ラグビーニュージーラン
ド代表の試合前などに行われる。

プロフィール
国　　籍：ニュージーランド　ワイロア
生年月日：1984年12月28日　22才
出身大学：パシフィック　インターナショナル　

ホテルマネージメント　スクール
身　　長：166.9㎝　体重68㎏
趣味特技：ラグビー、サーフィン、スノーボード

九
月
十
六
日
（
日
）
さ
わ
や
か
な
秋

空
の
も
と
、
約
二
百
四
十
人
が
参
加
し

て
、
元
気
に
ス
タ
ー
ト
。
昨
年
は
、
雨

で
中
止
と
な
っ
た
た
め
、
二
年
ぶ
り
の

開
催
と
な
っ
た
。

就
学
前
の
子
ど
も
と
親
が
一
緒
に
走

る
親
子
の
部
な
ど
、
学
年
や
男
女
別
に

一
㌔
か
ら
五
㌔
の
距
離
に
分
か
れ
、
十

七
部
門
で
競
わ
れ
た
。

結
果
（
一
位
の
み
・
敬
称
略
）

親

子

の

部
　
西
志
尚
・
大
志

小
学
校
一
年
男
子
　
矢
田
　
剛
琉

同
　
　
　
　
女
子
　
黒
田
　
侑
里

小
学
校
二
年
男
子
　
鈴
木
　
愛
斗

同
　
　
　
　
女
子
　
河
野
　
　
葵

小
学
校
三
年
男
子
　
前
川
　
貴
頌

同
　
　
　
　
女
子
　
金
子
　
真
彩

小
学
校
四
年
男
子
　
福
田
　
怜
也

同
　
　
　
　
女
子
　
山
村
　
弥
久

小
学
校
五
年
男
子
　
佐
藤
　
翔
太

同
　
　
　
　
女
子
　
若
狭
　
未
来

小
学
校
六
年
男
子
　
伊
藤
　
翔
貴

同
　
　
　
　
女
子
　
福
田
　
レ
ナ

中
学
校
　
　
男
子
　
逢
坂
　
拓
人

同
　
　
　
　
女
子
　
奥
山
　
咲
希

一
　
般
　
　
男
子
　
三
本
木
　
大

同
　
　
　
　
女
子
　
田
口
　
薫
里

第
三
十
回
町
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会

元気にスタートする選手

九
月
四
日
、
苫
前
小
学
校
（
中
井
清

校
長
）
古
丹
別
小
学
校
（
玉
野
昭
二
校

長
）
の
児
童
全
員
を
対
象
に
「
劇
団
風

の
子
」の
作
品「
サ
ー
カ
ス
は
風
に
の
っ

て
」
が
、
古
小
体
育
館
で
公
演
さ
れ
た
。

舞
台
は
、
体
育
館
の
ほ
ぼ
中
央
部
に

セ
ッ
ト
さ
れ
、
児
童
ら
は
間
近
で
見
る

迫
力
あ
る
演
技
に
目
を
輝
か
せ
な
が
ら

楽
し
ん
で
い
た
。

作
品
は
、
空
想
好
き
な
少
女
ま
り
が
、

愉
快
で
楽
し
い
世
界
一
小
さ
な
サ
ー
カ

ス
団
と
一
緒
に
移
動
生
活
し
て
い
く
中

で
、
真
の
豊
か
な
生
活
と
は
何
か
を
考

え
る
現
代
作
品
で
あ
り
、
物
の
豊
か
さ

と
心
の
豊
か
さ
と
は
何
か
を
問
う
作
品

で
あ
っ
た
。

サ
ー
カ
ス
は
風
に
の
っ
て

小
学
生
舞
台
鑑
賞
事
業
開
催目の前で迫力ある舞台演技を鑑賞

九
月
二
日
（
日
）
苫
前
小
学
校
（
中

井
清
校
長
）
は
、
学
校
・
家
庭
・
地
域

社
会
と
よ
り
一
層
の
連
携
を
強
化
し

「
地
域
と
と
も
に
歩
む
学
校
づ
く
り
」

を
目
指
し
「
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
イ
ン
苫

小
」
を
開
催
し
た
。

校
内
に
は
、
三
年
生
の
「
手
作
り
お

も
ち
ゃ
専
門
店
」
四
年
生
の
「
お
い
で

よ
！
四
年
生
の
遊
び
島
」
五
年
生
の

「
北
海
道
ダ
ー
ツ
の
旅
」
六
年
生
の
「
お

祭
り
広
場
」
な
ど
、
児
童
ら
が
計
画
、

準
備
を
進
め
て
き
た
お
店
が
オ
ー
プ
ン

し
、
多
く
の
家
族
連
れ
で
賑
わ
っ
て
い

た
。ま

た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
体
育
館
で
「
ブ

ー
メ
ラ
ン
づ
く
り
の
店
」
な
ど
を
オ
ー

プ
ン
。
用
意
し
て
い
た
材
料
が
な
く
な

る
ほ
ど
盛
況
で
あ
っ
た
。
父
母
ら
は
、

学
校
で
の
子
ど
も
の
様
子
を
参
観
し
な

が
ら
、
満
足
げ
に
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
て
い
た
。

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
イ
ン
苫
小小学生のお兄さん、お姉さんからゲームの説明を聞く園児

ハカのポーズをとるウェインさん
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夫婦印プロデュース満月平成親馬鹿物語

公民館フェスティバル

とままえふるさと塾
「森を守る仕事の体験」

期　日　10月21日（日）
18:30開場　19:00開演

場　所　苫前町公民館
チケット料金

大　　　人（前売）2,000円
（当日）2,500円

高校生以下（前売）1,000円
（当日）1,500円

本当の夫婦である菅原大吉さんと竹内都子さん
が繰り広げる親馬鹿コメディ。迫真の二人芝居
を堪能しませんか？

苫前町公民館を会場に作品の展示のほかに、様々な催しが行われます。図書室フェ
スティバルもあわせて開催します。皆さんお誘い合わせのうえご来場下さい。

森を守る仕事の一つでもある成長を阻害する枝
や木を切る体験を行います。小学生以上が対象
ですが、大人の参加者も募集します。

期　日　10月20日（土）9:00～
場　所　苫前町公民館に集合
参加費　無料

第30回留萌地方巡回陶芸展

本町からは陶芸の愛好者
８名の作品も展示してい
ます。ぜひご覧下さい。

期　日　10月26日（金）～30日（火）
場　所　苫前町公民館エントランスホール

【展示部門】
期　日　11月2日（金）～4日（日）
場　所　苫前町公民館

【舞台部門】
期　日　11月10日（土）
場　所　苫前町公民館

～あなたの学びたいを応援します～

e-mail shakaikyoiku@town.tomamae.lg.jp

でんわ ６５－４０７６
F A X ６５－３２２０苫前町公民館ご相談・お問い合わせは

次世代北海道「ゆめ育」支援事業
子どものたまり場における

高校生ボランティア支援事業
苫前商業高等学校の逢坂佑太くん、村田貴紀くん、丹羽康志くん、相馬
健太郎くんの４名がボランティアスタッフとして子どものたまり場事業
で子ども達の指導のサポートをしてくれています。

苫　前／苫前福祉センター、とままえ温泉ふわっと、
柴田商店、セイコーマートむらい

古丹別／苫前町公民館、花井商店、くすりの新光堂
セイコーマート古丹別、まさ亭　　

力　昼／年代商店

チケット
取り扱い



Dr.小野の処方せん 
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今
月
の
担
当
は
桧
森
保
健
師
で
す 
〜
大
切
な
か
ら
だ
を
守
り
ま
し
ょ
う
〜 
『
女
性
に
多
い
病
気
に
つ
い
て
』 

健　　康 
ばんざい 

に
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

子
宮
が
ん
検
診
は
20
歳
以
上
の
女
性
が

子
宮
が
ん
検
診
の
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
20
歳
代
の
女
性
は
若
い
か
ら
安
心

と
思
わ
ず
、
検
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

《
骨
粗
し
ょ
う
症
に
つ
い
て
》

骨
粗
し
ょ
う
症
は
「
骨
粗
鬆
症
」
と
書

き
、
骨
が
粗
く
な
り
鬆す

が
入
っ
て
ス
カ
ス

カ
に
な
る
病
気
で
す
。
ス
カ
ス
カ
に
な
っ

た
骨
は
、
非
常
に
も
ろ
く
、
手
を
つ
い
た

り
少
し
転
倒
し
た
だ
け
で
簡
単
に
折
れ
て

し
ま
い
ま
す
。
骨
粗
し
ょ
う
症
は
自
覚
症

状
が
少
な
く
、
骨
折
し
て
は
じ
め
て
骨
粗

し
ょ
う
症
だ
っ
た
こ
と
に
気
づ
く
方
も
多

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

特
に
、
女
性
の
骨
は
加
齢
・
閉
経
と
と

も
に
も
ろ
く
な
っ
て
い
き
ま
す
が
、
女
性

ホ
ル
モ
ン
は
骨
に
カ
ル
シ
ウ
ム
を
貯
め
て

お
く
働
き
と
関
係
し
て
い
ま
す
。

《
乳
が
ん
に
つ
い
て
》

乳
が
ん
は
自
分
で
見
つ
け
る
こ
と
の
で

き
る
唯
一
の
が
ん
で
す
。
小
さ
い
“
し
こ

り
”
ほ
ど
、
よ
く
治
り
ま
す
。
女
性
の
30

人
に
１
人
は
乳
が
ん
に
な
る
と
言
わ
れ
、

決
し
て
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
頃

か
ら
の
自
己
触
診
（
自
分
で
行
う
乳
が
ん

検
診
）
と
定
期
的
な
乳
が
ん
検
診
の
受
診

で
、
大
切
な
か
ら
だ
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、「
お
か
し
い
な
」
と
思
っ
た
ら
速
や

か
に
乳
腺
外
科
か
外
科
を
受
診
し
ま
し
ょ

う
。
是
非
、
図
１
の
自
己
触
診
方
法
を
マ

ス
タ
ー
し
、
月
に
１
回
行
い
ま
し
ょ
う
。

《
子
宮
が
ん
に
つ
い
て
》

子
宮
が
ん
に
は
大
き
く
分
け
て
、
子
宮

頸け
い

が
ん
と
子
宮
体
が
ん
が
あ
り
ま
す
。

頸
が
ん
は
30
歳
代
〜
40
歳
代
に
加
え
、

近
年
、
20
歳
代
で
の
発
症
が
非
常
に
多
い

状
況
で
す
。
体
が
ん
は
主
に
50
〜
60
歳
代

骨
折
し
て
し
ま
う
前
に
、
定
期
的
に
骨

粗
し
ょ
う
症
検
診
を
受
診
し
て
骨
密
度

（
骨
の
強
さ
）
を
知
り
ま
し
ょ
う
。
特
に
20

歳
か
ら
30
歳
代
の
う
ち
に
一
度
は
骨
密
度

を
測
定
し
て
一
番
丈
夫
な
と
き
の
骨
密
度

（
図
２
）
を
知
っ
て
お
く
と
良
い
で
す
ね
。

乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診
の
御
案
内

平
成
19
年
12
月
９
日
（
日
）

苫
前
町
公
民
館
　

※
平
成
17
年
度
・
18
年
度
受
診
者
に
つ
い
て

は
今
年
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

※
予
約
人
数
の
状
況
に
よ
っ
て
は
公
民
館
で

の
検
診
が
行
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
予
め
御
了
承
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
後
日
回
覧
に
て
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
の
御
案
内

平
成
19
年
10
月
11
日
（
木
）

〜
平
成
20
年
１
月
25
日
（
金
）

（
毎
週
木
・
金
）

対
象
者：

30
歳
〜
70
歳
の
女
性
　

※
苫
前
地
区
の
方
は
患
者
輸
送
車
の
利
用
が

で
き
ま
す
（
金
曜
日
受
診
希
望
の
方
の
み
）

※
詳
細
は
９
月
中
に
各
戸
配
布
し
た
回
覧
に

て
御
確
認
く
だ
さ
い
。

腎臓はそら豆の形をしていて、背中の方に左右一つ
ずつある小さな臓器です。その働きは体の中の水分
や老廃物をこし出し、もう一度使えるものはリサイ
クルもします。その他、血液を弱アルカリに調整し
たり、血液を作るホルモンを分泌したり、骨を作る
ビタミンを活性化したりします。この腎臓が徐々に
弱り、働きが一定以下になってしまうのが、慢性腎
臓病です。腎臓が正常に機能しなくなることを腎不
全と言い、一定以上進むと透析をします。腎臓病は
タンパク尿や血尿から始まるので尿検査が大切です。
初期は自覚症状はありません。タンパク質の過剰摂
取や高血圧・糖尿病によって悪化するのでその対策
が必要です。生活習慣病を予防することが、腎臓機
能の低下を抑えることになります。

慢性腎臓病とは

医療法人社団　オロロン会　苫前クリニック
理事長　小野　哲郎　　1 64－9070

1. 乳房や乳頭に異常がないかをよく見ましょう
まず、鏡の前で自分の乳房の形をよく見て覚えておきます。
以前に比べて、次のような変化がないか、よく観察します。

図１

図２　年齢と骨量の変化の関係

・乳房の皮膚に「ひきつれ」「くぼみ」「ふくらみ」はないですか？
・乳頭が最近、「へこんだり」「ゆがんだり」していませんか？
・乳頭に「ただれ」はないですか？

2. 乳房やワキの下を触り、しこりがないか調べましょう
触る胸と反対側の手を使います。親指を除く指を軽くそろえ、それ
らの指先の腹側のみで軽く圧迫しながら、なでてみます。
左右の乳房を同じように、ゆっくり、注意深く、いろいろな方向
で調べましょう。

3. 乳頭から異常分泌液が出ないか調べましょう
両手の親指と人差し指で、図のように乳頭の根元を軽くつまんで
しぼるようにし、異常な分泌液が出ないか確かめます。

期間 10月15日（月）～10月31日（水）

暖房機器を使用する時季になりましたので、火気の
取扱には十分注意して下さい。

タバコによる火災は
あとを絶ちません。
タバコは灰皿のある
場所で吸いましょう。

ストーブを使用する
時季になりました。
燃料補給は、火を消
して行ないましょう。

北留萌消防組合消防署苫 前 支 署� 64-2321
〃　　　　古丹別支署� 65-4119

秋の火災予防運動実施秋の火災予防運動実施

『火は見てるあなたが離れるその時を』

各地で消火器や住
宅用火災警報器の
悪質な訪問販売が
多発しております
ので、十分注意し
て下さい。
消防や役場で、斡
旋は一切行なって
おりません。
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つくろう健康　幸せの未来づくり

国民健康保険・老人保健ガイド

す
こ
や
か
ラ
イ
フ 

苫
前
町
国
保
で
は
、
平
成
十
九
年

度
の
保
健
事
業
の
一
環
と
し
て
、
国

保
加
入
者
の
人
間
ド
ッ
ク
受
診
を
促

進
し
、
健
康
の
保
持
・
疾
病
の
早
期

発
見
と
重
症
化
防
止
に
よ
る
医
療
費

の
抑
制
を
図
る
た
め
、
苫
前
町
国
保

加
入
者
が
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
し
た

際
に
支
払
う
受
診
料
の
一
部
助
成
を

次
の
と
お
り
実
施
し
て
い
ま
す
。

受
診
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
は
、

内
容
な
ど
確
認
の
う
え
申
込
み
さ
れ

ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〈
助
成
の
対
象

と
な
る
方
〉

人
間
ド
ッ
ク
を

受
診
す
る
時
点
で

苫
前
町
国
民
健
康

保
険
に
加
入
し
て

い
る
方
で
、
次
の

条
件
を
満
た
す

方
。

①
　
受
診
時
の
年
齢
が
満
四
○
歳
以

上
の
方

②
　
前
年
度
分
ま
で
の
保
険
税
を
滞

納
し
て
い
な
い
世
帯
に
属
す
る
方

〈
助
成
の
額
〉

一
件
に
つ
き
二
万
円
を
上
限
に
助

成
し
ま
す
。

〈
助
成
の
方
法
〉

次
の
と
お
り
助
成
し
ま
す
。

人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
料
を
助
成
し
ま
す

ドック実施機関

（病院など）

苫前町国保

（内容審査）

①人間ドック受診料金助成申請（事前申請）

・役場町民課、または古丹別支所へ

②助成決定通知

⑤助成金支給申請

⑥助成金の支給

③人間ドック受診

④受診結果の通知

※不明な点などについては、町民課しあわせ係
（�６４－２２１５、内線２２６）までお問
い合せください。

助成対象者

（ドック受診者）

人間ドック受診料助成の流れ

お問い合わせ先　苫前町役場町民課しあわせ係
TEL 0164-64-2215（内線227）まで

福祉用具は、日常生活をおくるうえで、大変重要な道
具であるとともに、利用の有無はもちろんのこと、使い
勝手や装着感等の違いによって、生活の質や満足度が様
変わりします。
「介護保険の福祉用具を利用したい」とお考えの方は、
まずケアマネージャーに相談してから、選ぶようにする
と良いでしょう。
代表的な福祉用具のチェックポイントについては、次
の事項があげられます。

●つえ
ひじを曲げ、腕を地面と平行にしてから、30度
下げたところに、杖のグリップがくるくらいが
ちょうどよい高さです。

●ポータブルトイレ
ベッドからの移乗がしやすいものを選びます。

●車いす
きちんと座れているか、無理なく乗り降りでき
るかなどをよく見て選びます。

Ｑ　福祉用具を購入した時点で保険給付を受けるこ
とができますか？

Ａ　福祉用具を購入した場合の費用は、保険で給付
される分も含めていったん全額を自分で支払い
ます。
その後、必要な書類を添えて申請すると、保険
給付分（９割）が後から指定した金融機関の口
座に振り込まれる仕組みになっています。

介護保険で利用できるサービス（福祉用具購入）
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住まいる
ス マ イ ル

情報
I n f o r m a t i o n
住まいる
ス マ イ ル

情報

知ってますか？建退共制度
・国の制度なので、安全、確実、手続き簡単。
・経営事項審査で加点評価の対象。
・掛金は事業主負担ですが、法人は損金、個人は必要経費として、
税法上全額非課税。

・事業主が変わっても退職金は、企業間を通算して計算されます。

この制度は、建設現場で働く方のため、「中小企
業退職金共済法」による退職金制度です。
事業主は、労働者の共済手帳に働いた日数に応じ
て掛金となる共済証紙を貼り、労働者が建設業界で
働くことをやめたときに、建退共から退職金を支払
という、いわば業界全体での退職金制度です。

加入できる事業主：建設業を営む方
対象となる労働者：建設業の現場で働く人
掛金：日額３１０円

お問合せ先＝勤労者退職金共済北海道支部
〒060-0004 札幌市中央区北４西３
TEL 011-261-6186・FAX 011-251-2305
http://www.kentaikyo.taisyokukinn.go.jp

老
齢
基
礎
年
金
は
、
原
則
と
し
て
保
険

料
を
納
め
た
期
間
と
保
険
料
が
免
除
さ

れ
た
期
間
を
合
計
し
て
二
十
五
年
以
上

あ
る
人
が
六
十
五
歳
に
な
っ
た
と
き
に

支
給
さ
れ
ま
す
。
支
給
額
は
、
二
十
歳

か
ら
六
十
歳
ま
で
の
四
十
年
間
、
全
て

の
期
間
保
険
料
を
納
付
し
た
場
合
に
は

七
九
二，
一
〇
〇
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

（
保
険
料
を
納
め
た
期
間
に
よ
っ
て
支

給
さ
れ
る
年
金
額
は
変
わ
っ
て
き
ま

す
。）年金

を
受
け
る
要
件
を
満
た
し
た
人

は
、
社
会
保
険
庁
長
官
に
そ
の
認
定
を

受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
を

「
裁
定
」
と
い
い
ま
す
。
国
民
年
金
だ

け
に
加
入
し
て
い
た
人
は
、
裁
定
請
求

受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

年
金
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、

年
金
の
増
額
を
図
る
た
め
請
求
の
取

消
し
を
申
し
出
て
も
、
裁
定
の
取
消

し
ま
た
は
変
更
は
で
き
な
か
っ
た
り
、

障
害
基
礎
年
金
や
寡
婦
年
金
が
受
け

ら
れ
な
か
っ
た
り
と
、
不
利
な
点
が

多
い
た
め
、
請
求
す
る
場
合
に
は
十

分
に
注
意
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

繰
下
げ
請
求
を
し
た
場
合
は
、
本

来
の
老
齢
基
礎
年
金
額
に
、
六
十
五

歳
に
な
っ
た
月
か
ら
繰
下
げ
支
給
の

申
し
出
を
行
っ
た
月
の
前
月
ま
で
の

月
数
に
応
じ
た
割
合
で
計
算
し
た
額

が
加
算
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
支
給
の
繰
上
げ
ま
た
は
繰

下
げ
は
、
そ
の
人
に
よ
っ
て
条
件
や

年
金
の
計
算
方
法
等
が
異
な
り
ま
す

の
で
、
留
萌
社
会
保
険
事
務
所
業
務

課
（
〇
一
六
四
―
四
三
―
二
二
一
一
）

ま
た
は
役
場
町
民
課
住
民
係
（
六
四
―

二
二
一
五
（
内
線
二
七
五
））
ま
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

書
に
必
要
書
類
を
添
付
し
て
市
町
村

役
場
に
提
出
し
ま
す
。
裁
定
請
求
書

は
誕
生
日
の
三
ヶ
月
前
頃
に
社
会
保

険
庁
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
か
ら

送
付
さ
れ
ま
す
。（
役
場
の
窓
口
に
も

備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。）

年
金
の
支
給
開
始
は
六
十
五
歳
か

ら
で
す
が
、
本
人
の
希
望
に
よ
っ
て
、

支
給
時
期
を
早
め
る
「
繰
上
げ
請
求
」

や
遅
ら
せ
る
「
繰
下
げ
請
求
」
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

繰
上
げ
請
求
を
し
た
場
合
は
、
裁

定
請
求
が
受
理
さ
れ
た
日
の
翌
月
か

ら
支
給
さ
れ
ま
す
が
、
受
け
取
る
年

金
は
、
本
来
六
十
五
歳
か
ら
受
け
る

べ
き
額
よ
り
も
減
額
さ
れ
て
支
給
さ

れ
ま
す
。
し
か
も
、
六
十
五
歳
に
な

っ
て
も
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な

く
一
生
減
額
さ
れ
た
ま
ま
の
年
金
を

年
金
の
支
給
に
つ
い
て

（
老
齢
基
礎
年
金
）

マ
イ
プ
ラ
ン
を
し
っ
か
り
と

国

民

年

金

10月は、
労働保険適用促進月間です！
労働保険とは、労災保険と雇用保険の総

称で、労働者の生活の安定、福祉の増進等
を図ることを目的に、「政府が直接管理運営
している保険です。
農林水産業の一部を除き、労働者を一人

でも雇用する事業について加入が義務づけ
られております。
事業主の皆さん、労働保険の加入はお済

みですか?
労働保険に加入して、労働者が安心して

働ける職場にしましょう。
問い合わせ先
留萌労働基準監督署 10164-42-0463
留萌公共職業安定所 10164-42-0388
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「守ろう！確かめよう！この最低賃金」

私の視点、私の感覚、
私の言葉で参加します。

北海道内で事業を営む使用者及びその事業場で働
くすべての労働者（臨時、パートタイマー、アル
バイト等を含む）に適用されます。

赤い羽根共同募金にご協力いただきありが
とうございます。
今年も地域の様々な福祉活動やボランティ
ア活動のためにご協力をお願い致します。

www.akaihane-hokkaido.jp

北海道労働局　労働基準監督署（支署）

裁判員制度のキャッチフレーズ

裁判員制度に関するお問合せ
裁判員制度説明会のお申し込み先

旭川地方裁判所事務局総務課庶務係
TEL 0166－51－6255

効力発生年月日
平成19年10月19日

北海道最低賃金

654円

シッカリ届けます
あなたの寄付金

共同募金

10月1日～12月31日

と　き　10月21日（日）オープン11時（13時終了）
ところ　羽幌町車輌総合車庫

（羽幌町4条6丁目）羽幌役場斜め向かい
内　容
・いも、かぼちゃ、漬物用野菜、りんご、豆類など農産物
の直売

・ジャム、べこもち、漬け物、蒸しパンなど農産加工品
・裂き織り、ドライフラワー、リース等
・活動パネル展示あり、農産加工品の試食
・牛乳の無料配布（11:00と12:00の２回）

留萌管内農村女性ネットワーク”オロロン“（会長　杉野久里
子氏）が「農業まるごとふれあい広場2007」を開催します。
ネットワーク”オロロン“会員は各市町村で、農畜産物の加
工研究や販売、野菜の直売活動、ドライフラワー等の作成、各
種講習会の開催など幅広く活動しています。農村女性が手塩に
かけた農畜産物や加工品を見て・味わって、生産現場の話しに
耳を傾けてまるごと農業にふれあってみませんか。
おいしいものてんこ盛りで、楽しいイベントもあります。是
非ご来場下さい。

留萌管内の農村女性がファーマーズマーケット

「農業まるごとふれあい広場2007」開催！

10月 町税の納期
町道民税・国民健康保険税

介護保険料の納入月です。

発生件数 ２件
死 者 数 １人
負傷者数 ３人

交通事故死ゼロ日数は
8月31日現在で
46日

苫前町の交通事故情報
平成19年８月末現在

慎
ん
で
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

末
長
く
お
幸
せ
に

戸

籍

の

小

箱

渡
邊
　
　
正
（
56
歳
）
８
月
21
日

古
丹
別

川
森
八
千
代
（
88
歳
）
９
月
５
日

古
丹
別
　

林
　
　
留
久
（
87
歳
）
９
月
７
日

古
丹
別

福
士
　
嘉
弘
（
68
歳
）
９
月
12
日

苫
　
前

氏
名

年
齢

住
所

死
亡
日

柴
　
田
　
洋
　
匡
（
九
　
重
）
松
　
崎
　
　
　
舞
（
帯
広
市
）

氏
名（
夫
）

住
所

氏
名（
妻
）

住
所

苫
前
町
へ
の
寄
付

○
古
丹
別
　
川
　
森
　
忠
　
治
　
様

社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
寄
付

○
古
丹
別
　
川
　
森
　
忠
　
治
　
様

○
　
旭
　
　
大
矢
根
　
輝
　
美
　
様

旭
町
内
会
へ

○
　
旭
　
　
大
矢
根
　
輝
　
美
　
様

旭
親
老
人
ク
ラ
ブ
へ

○
　
旭
　
　
大
矢
根
　
輝
　
美
　
様

旭
女
性
部
へ

○
　
旭
　
　
大
矢
根
　
輝
　
美
　
様

港
町
内
会
へ

○
苫
　
前
　
福
　
士
　
京
　
子
　
様

ご
厚
志
に
感
謝
し
ま
す

旭川地方法務局及び旭川人権擁護員連合会では，11月12日から11月18
日の1週間を「女性の人権ホットライン強化週間」として，女性に対する
暴力やセクシュアル・ハラスメント，ストーカー行為などの女性の人権問
題に関する電話相談に応じます。秘密は厳守されますので，お気軽にご相
談ください。

１　期　間
平成19年11月12日（月）から同月18日（日）

２　電話番号
0570－070－810

３　電話相談受付時間
11月12日から11月16日までの平日
午前8時30分から午後7時00分
11月17・18日の土・日曜日
午前10時00分から午後5時00分

４　相談員
人権擁護委員・法務局職員

５　問い合わせ
旭川市花咲町4丁目
旭川地方法務局人権擁護課（電話　0166－53－3943）

「女性の人権ホットライン強化週間」

女性の人権ホットライン強化週間についてのお知らせ風力発電の売電状況
（ 風　来　望 ）

19年度売電累計 20,036,345円
（昨年実績 15,412,591円）

平成19年９月分の実績
・供給電力量 240,870kWh 

3,022,315円
（昨年実績 2,005,090円）
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▽
「
秋
」
の
天
候
は
、
変
わ
り
や
す
い

こ
と
か
ら
「
女
心
と
秋
の
空
」
と
い
う

例
え
が
あ
る
が
、
変
わ
り
や
す
さ
は
、

男
も
女
も
同
じ
で
、
人
の
心
は
変
わ
り

や
す
い
…
「
秋
の
空
」
に
し
て
み
れ
ば
、

そ
ん
な
例
え
は
、
や
め
て
ほ
し
い
か
も

し
れ
な
い
▽
「
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
」
な
ど

の
言
葉
も
あ
る
が
、
秋
と
い
え
ば
サ
ン

マ
、
サ
ケ
、
キ
ノ
コ
、
さ
つ
ま
い
も
、

新
米
な
ど
上
げ
れ
ば
き
り
が
な
い
。
や

っ
ぱ
り
「
食
欲
の
秋
」
に
な
っ
て
し
ま

う
。
す
べ
て
を
食
べ
る
に
は
、
鍋
が
一

番
！
▽
経
済
産
業
省
が
12
年
ぶ
り
に
日

本
人
の
体
格
を
調
べ
た
結
果
、
前
回
調

査
に
く
ら
べ
男
性
は
大
柄
に
、
女
性
は

細
身
に
な
っ
た
よ
う
だ
。
男
性
の
40
歳

代
は
、
体
重
が
約
４
kg
増
え
70
kg
、
身

長
も
３
cm
伸
び
て
約
１
７
０
cm
に
な
っ

た
が
、
肥
満
度
を
表
す
Ｂ
Ｍ
Ｉ
値
は
24

を
越
え
「
や
や
太
り
気
味
」
に
な
っ
た

▽
先
日
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
―
忍

び
寄
る
内
臓
脂
肪
の
恐
怖
―
」
と
言
う

怖
い
演
題
で
、
講
演
会
が
開
催
さ
れ
た
。

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
の
診
断
基
準
は
、

背
の
高
さ
に
関
係
な
く
、
ウ
エ
ス
ト
が

男
性
で
85
cm
、
女
性
で
90
cm
を
越
え
た

ら
ア
ウ
ト
ら
し
い
。「
食
欲
の
秋
」
と

「
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
」
何
事
も
需
要
と
供
給

の
バ
ラ
ン
ス
が
大
切
だ
。
気
を
つ
け
よ

う
。 編

集

雑

記

帳

古丹別小学校児童の作品

『学校前の風景』

草の色をひとつひ
とつちがうように
工夫してかきまし
た。 ６年

真田　優太くん

『スカイカー』

車にはねをつけた
り、おりがみでか
ざりをつけるとこ
ろをくふうしまし
た。

２年

森　　楓馬くん

『しましまカー』

車の形にもようを
つけて、かわいら
しくしました。

２年

桧森　香澄さん

『ほのおのひこうき』

ストローをうしろ
のぶぶんにつけた
ところをくふうし
ました。 ２年

石川　初音さん

『しんちょうカエル
ビー玉ゲーム』

ヒラメ人工種苗放流式にて
森町長と記念写真

前列：苫前保育園の皆さん
後列：苫小５年生の皆さん

スタートのところ
にすべり台みたい
なものをつけて、
楽しいめいろを作
りました。

４年

中村昂太郎くん

ちびっこギャラリー

ち
び
っ
こ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ち
び
っ
こ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ち
び
っ
こ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ちびっこギャラリーちびっこギャラリー

『窓から見た風景』

遠近法を使って、
奥ゆきをだしたと
ころをがんばりま
した。 ６年

中村槙之介くん

『バランス100％
カエル池』

大変だったけれど
うまくできてよか
ったです。

４年

川村　佑馬くん

『スピード100キロ
カエル池』

かんたんにゴール
できないように、
しかけを工夫しま
した。 ４年

中嶋　良紀くん


